ヲハルとハツ by 大坪, 併治
妻
旨
.
；
ヲ
Jヽ
）レ
奈
良
時
代
に
は、
事
物
の
終
了
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
語
と
し
て、
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ッ
と
の
二
つ
が
併
用
さ
れ
て
ゐ
た。•
平安時
代
に
は、
ヲ
ハ
ル
は
主
と
し
て
淡
文
訓
読
文
で、
ハ
ツ
は
専
ら
和
文
で
用
ゐ
ら
れ、
二
語
は
巽
っ
た
世
界
で
用
ゐ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た。
院
政
時
代
に
入
っ
て、
い
は
ゆ
る
和
漢
混
滑
文
が
成
立
す
る
と、
二
語
は
再
び
併
用
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た。
本
稿
で
は、
右
の
経
過
を
明
か
に
す
る
と
共
に、
平
安
時
代
に
お
け
る
公
卿
日
記
の
「
終．
了・
畢．
詑」
や、
今
昔物
箆
の
「
終．
畢．
巳」
や、
訓
点
斑料
の
「
畢．
詑
．
已」
な
ど
の
読
み
方
に
つ
い
て
考
へ
て
み
た
い。
．
万
葉
集
に
は、
ヲ
ハ
ル
の
例
が
三
つ
あ
る。
n
t
ヲ
ハ
リ
田
あ
が
待
つ
君
が
許
登
呼跛浬
掃
り
ま
か
り
て
（
四
ー
一
六）
コ
ト
レ
ヲ
ハ
9
②
丈
夫
の
心
を
も
ち
て
あ
り
め
ぐ
り
事
之
乎
波
良
婆
つ
つ
ま
は
ず
帰
り
来
ま
せ
と
（
四
三
三一
）
n
1
9
ハ
リ
へ
③
事
畢
還
ら
む
日
に
は
ま
た
更
に
大
御
神
た
ち
船
の
紬
に
御
手
打
ち
掛
け
て
（
八
九
四）
ぅ'‘
ッ
右
の
例
に
よ
れ
ば、
ヲ
ハ
ル
は、
す
ぺ
て
n
ト
ヲ
ハ
ル
の
形
を
取
り、
単
独
で
述
語
に
用
ゐ
ら
れ、
公
の
任
務
の
終
了
す
る
こ
と
を
恋
味
し
て
ゐ
る。
ハ
ツ
の
例
も
三
つ。iレ
ハ
ハ
ッ
レ
ド
囚
あ
ら
た
ま
の
年
者
凜
抒
し
き
た
へ
の
袖
か
へ
し
子
を
忘
れ
て
思
へ
や
（
二
四一
0)
．
ト
ッ
ハ
ハ
テ
ン
カ
固
昨
日
こ
そ
年
者
脳
之
質春
霞
春
日
の
山
に
は
や
立
ち
に
け
り
（一
八
四
三）ォ
イ
ハ
テ
ヌ
矧
腐
奴
わ
が
身―
つ
に
七
煎
花
咲
く
八
重
花
咲
く
と（
三
八
八
五）
仮
名
苔
き
例
は
な
い
が、
固
を
ハ
テ
シ
カ
と
読
む
こ
と
は
勁
か
な
い
で
あ
ら
う
し、
ま
た＞、
ッ
ヤ
マ
陀
阻
問
う
ち
越
え
見
れ
ば
笠
槌
の
島
榜
ぎ
隠
る
捐
無
し
小
舟（
二
七
l
l)
の
「
四
極」
は、
．
＞
ハ
ッ
1
ア
マ
8・
千
沼
み
よ
り
雨
ぞ
零
り
来
る
四
八
津
之
白
水
郎
網
手
乾
し
た
り
泊
れ
あ
,'＇,
 ..
 
へ
む
か
も
（
九
九
九）
の
「
四
八
津」
と
同
じ
所
を
指
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら、
歌
経
標
式
の
ア
ケ
ハ
テ
ヌ
⑨
院
と
烏
も
嗚
く
な
り
寺
々
の
銃
も
と
よ
み
ぬ
阿^
II
奴
こ
の
夜
、
の
「
阿
＾仙宰k
奴」
（
明
け
果
て
ぬ）
を
参
考
と
し
て、
奈良
時
代
に
ハ
ッ
と
い
ふ
語
の
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
よ
か
ら
う。
右
の
例
で
見
る
と、
ハ
ッ
大
坪
併
治
”’
は、
「
年」
を
受
け
る
単
独
の
述
語
と
し
て
も、
「
明
ク
・
老
ユ
」
の
辿
用
形
と
結合
し
た
複合
勁
詞
の
形
で
も
用
ゐ
ら
れ、
事
物
が
そ
の
限界
に
達
す
る
こ．
と
を
意味
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る。
平安
時代
の
訓
点
資料
で
は、
ヲ
ハ
ル
の
例
は
多
い
が、
ハ
ツ
の
例
は
見
当
ら
な
い。
ヲ
ハ
ル
は、
「
終・
亡・
了・
畢．
詑
・
党・
罷・
周・
道
・
巳」
な
ど
を
読
み、
次
の
や
う
な
形
を
取
る。
・
甲
ヲ
ハ
ル
単
独
の
場
合
.
A
体
言
の
主
語
を
受
け
て
述
語
と
な
る
も
の、
＇
�
コ
ト
ヲ
ハ
ル
••
B
勁
詞
連
体
形
＋
n
卜
の
主
語
を
受
け
て
述
語
と
な
る
も
の、
I
ス
ル
コ
ト
ヲ
ハ
ル
乙
他
の
勁
詞
の
巡
用
形
と
結
合
し
た
複合
動
詞
の
場合、
ーー
シ
ヲ
ハ
ル
そ
の
例
＂
 
UOl
翠
当に
陳レ
2（ま）てに
ぼ
点屯
住―-(L
そ
於
此,
n
:i、
（西
大
寺本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点
八
6-
16)
甲l
A
，
 
Oll
身
壊＞
除
潔
公
り）
ぷ坦
1
諸の
悪
趣
玉、
（
東
大寺本
地
蔵
十
翰
経
元皮
七
年
点
二
18-
20)
ク
，
 
⑫
令と
欲
底
3
f
ttr
時
ば、
褐▲＞
し
めょ
見―-（
S-＿
と一
切＂
踏
仏の
色
像―
・
な。
（
同
＋
14＿
24)
ヶ
っ
I
閥
其^
Ii当
当
Lgハ
9ヌヘ
ン°
詭
ー
俗
之
人（の
斎
I
何ょ
償すヘ
キと
りto
（
別
聖
．
寺
本
大
暦
西
域
記
平
安
中
期
点
十
二
4-
27)
、
ヲ
閥
待―-（ら）て
営
作の
郎
油{-
ハ
ル（
g、
（
石山
寺
本
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
-
23-
16)
ク
オ
血
四
娑
則
（ら＞
復（た
）始(
8。
承
保
点
三
45
オ）
ヶ
⑯
其（の
頃
巳（に
）憫ハ
9ヌ
＞ハ、
則（ら）
除
ち‘)一
字一
（
も。
'
オ）
ク
ヲ
闘
戌若（し
送
にj
,'｛
ー
キニ、
頷ク^
坐（
な）力
9
死ナム。
（
観
智
院
本
紺大
和
尚
東征
伝院
政期
点
古
典保
存
会
復
製本
38
オ）
々
ヲ
um
随ち(
g
愛v)
る
に
随(
e)ざ
食し
て、
無ー（かV
“
労（
し）v
待”(
3-)
と
阻ハ
ル
を。
（
天
迎
大
学
太
南
海
寄
帰
伝
平
女
末
期
点
一
13-12)
“
ッ
ツ
今
眼
浚
憚ハ
ル
之時に、
或（
る）
い（は）
以
冷）
器
を
承ヶ、
（
同
一
5-
22)
ク
閲
三
返
之後に
は
乃
C
lin"
ル
焉。
（
石山
寺本
大
紺
西
域
記
長
寃
八
年
点
三）
ヶ
"‘
 
伽
欝t：
こ始＇
点
Imハ
ル。
（
東大
寺本
地
蔵
十輪
経
元
既
七
年
点
一
2-
14)
llJ|
B
.
 
四
瞬，ス
こ
と
屯
既(
5
I^lz
て、
脳グ
て
使レ（む）
過
J’
斉名。
（
天
理
大学
本
南
悔
寄
帰
伝
平
安
末
期
点
二
12-
5)
“
d'
て）
ヲ
四
我
今
隅レ
3)こ
ふ
翌
以に
17ハ
リgo
（
束大寺本
百
法
別
幽
抄
平
安中期
点
35-
5)
ク
ヮ
閲
障H隈x
さ
今]n
1
殺g
lmハ
テ、
即(
3来（り）
忍吸
ー命
？ま。
g
山
寺本
大財
西
城記
長
笈
八
年点
五）
“
ナ
スス
四
靡
必唸ナハ、
洗レひ
手を
漱＞
ヶ
ロ
な。
（
天
理
大学本
南海寄帰
伝
平安
末期
点
二
12-
5)
乙
8
-＿
者、
隣―ー
ょ
法
花ー
ふg
ビ、
便（ち＞
凡
t
-（る）
涅
槃ー
に。
（
石
山
寺
本
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
二
18-
17)
ク
ヘ
ス
な
匈
It令
六
月ー
を
IB
均‘
酋
大寺本
大
砒
凪
遮
那
神
変
加持
経
長
保
+
-
21
 
（
東
急
記
念
文
庫本
大
日
経義
釈
延
久
8
 
二
年
点
五）
ク
ヮ
4・
ウ
⑳
如―,v
日
既に
拙（て）
IBハ
ヌ
レハ、
消ェ
滅セ
テ
忠
＊か
餘り、
（
東
大
寺
本
大
般
涅
槃
経
平
安
末
期
点
六
4-
25)
ク
⑳
由
冷
5
:．．
．．
 
皆拾ー
て
守
設ー
を、
不
も＇
なりヌ
ル
面蔭
さ＾
ヲハ
ヌルt-
尼、
（奥寺本
地
蔵
十
輪
経
元
脱
七
年
点
四
4-
5)
閲
檸（
す芳』
と
敬を
尼は陣（り）て、．
往―-（倉）
ぷ謡閑
所
10に、
（
竜
光
院
本
妙
法
痙
昭
経
明
算
点
五
4-
6)
ヲ
帥
諸
國（の）
王は、
為に
侍
ー
衛し、
暉H浪＞
已
ド
詑て、
築―-（め
て）
諸の
異
学ー（
も、
仝3
山
寺
本
大
麻
西
城
記
長
寛
八
年
点
五）
「
終．
亡」
は、
甲
の
用
法
ば
か
り
で、，
乙
の
用
法
は
な
く、
「
巳」
に
は、
甲
の
用
法
が
多
く
て、
乙
の
用
法
は
少
い。
。
図
の
「
已
畢」
は、
ヲ
ハ
リ
ヲ
ハ
ル
と
繰
り
返
し、
即
の
「
巳
詑」
は、
合
せ
て
ヲ
ハ
ル
と
続
ん
で
ゐ
る
が、
普
通
な
ら
ば、
次
の
例
の
や
う
に、
ス
デ
ニ
ヲ
ハ
ル、
ま
た
は
ス
デ
ニ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
む
と
こ
ろ
で
あ
る。
閲
雖-I（
も）
事
巳に
屹ー（り）ぬ
と、
湘
(
L
)
恐（＜）は
有レ（ら）む・』
とな
障。
（京
大本
，
 
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
斑
平
八
年
点
七
26-
11)
嗚
の
「
巳
周」、
四
の
「
既
詑」
も、
「
已．
既」
に
送
り
仮
名
は
な
い
が、
恐
ら
く
ス
デ
ニ
ヲ
ハ
ル、
ま
た
は
ス
デ
ニ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る。
な
ほ、
閲
の
「
設
念
セ
ズ
ヲ
ハ
ヌ
ル
」
は、
肯
定
な
ら
ば、
戦
念
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
ル
と
読
む
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
否
定
形
で
あ
る
た
め、
設
念
セ
ズ
に
ヲ
ハ
リ
ヌ
ル
を
続
け
た
も
の
で、
意
味
は、
別
訓
の
「
設
念
セ
ズ
ナ
リ
ヌ
ル
」
と
同
じ
で
あ
ら
う。
珍
し
い
形
で、
乙
の
変
形
で
あ
る。
．
ヲ
ハ
ル
の
巡
用
形
は、
も
ち
ろ
ん、
名
詞
と
し
て
も
用
ゐ
ら
れ
る。
△
ヲ^
9
閲
翌
(
U
)れと
も
晏を
至＞（る＞まてに
凌に
不白
見。
（
黒
板
本
金
鴻
波
若
経
集
験
記
平
安初期
点
古
典
保存
会
複製本
12
オ
）
ヲハ
9
ーフ
9△
閲
咆Ii
乃（ち
訪
-
1フ
道を
西
城ー
に。
（
東大
寺
本
地
蔵
十
翰
経
元
脱
七
年
点
一
2-
3)
閲
大（
たる＞
者11
始
凶呼脊
色（な
り）。
点
四）
こ
れ
に
対
し
て、
和
文
で
は、
ヲ
ハ
ル
は
稀
に
し
か
用
ゐ
ず、
ハ
ツ
を
用
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た。
例
へ
ば、
源
氏
物
語
で
は、
ラ
ハ
ル
は、
勁
詞
と
し
て
二
例、
名
詞
と
し
て
三
例
し
か
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い。
閲
心
に
む
せ
び
侍
り
つ
つ
lf
侍
り
な
ば、
何
の
益
か
は
は
べ
ら
む。
（
対
校
源
氏
物
陪
新
釈
那
笙
ニ
ノ
ニ
五
ニ
ペ）
佃
都
の
詞
罰
腐愕
月
日
も、
更
に
な
知
し
め
し
そ。
(
rnl
若
菜
上
三
ノ
三
六一
ぺ）
明
石
入
道
の
手
紙
⑳
年
七
十
ば
か
り
に
て、
今
は
It
の
行
ひ
を
せ
む
と
て
節
り
た
る
が、
（固
薄
堡
ニ
ノ
ニ
五一
ぺ）
地
文
閲
年
の
殿p
は
た
い
と
物
駅
が
し。
（
同
若
菜
下
四
ノ
一
〇
八
ぺ）
源
氏
の
詞
畑
初
め
殿り
た
が
ふ
や
う
な
る
事
な
ど、
見
せ
給
ふ
ま
じ
き
気
色
に
な
む。
（
同
椎
本
五
ノ
七
九
ぺ）
薫
の
詞
イ
ノ
チ
ヲ
ハ
ル
は、
仏
諾
の
「
命
終」
を
訓
読
し
た
も
の
で、
ヲ
ハ
ル
を
動
詞
に
用
ゐ
た
二
例
が、
共
に
イ
ノ
チ
ヲ
ハ
ル
で
あ
り、
こ
れ
を
用
ゐ
た
話
手
が
い
づ
れ
も
佃
侶
や
出
家
の
人
で
あ
る
こ
と
は、
源
氏
物
梧
で、
ヲ
ハ
ル
は、
特
定
の
語
に
限
っ
て、
し
か
も、
特
定
の
場
面
に
し
か
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
（
石
山
寺
本
大
店
西
城
記
長
寃
八
年
こ
と
で
あ
る。
次
に、
ハ
ツ
は、
余
り
用
例
が
多
過
ぎ
て、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る。
す
な
は
ち、
単
独
で
述
語
と
な
る
も
の
三
十
七
例、
次
の
や
う
な
語
を
受
け
＿
る。
秋・
七
月・
初
夜
の
時・
節
会・
詠
・
事・
大
饗・
任・
求
子・
御
急
ぎ
・
御
忌・
御
行
ひ
・
三
昧・
御
加
持・
御
山
節
り
，
御
服·
煙•
朝
座
な
ど
動
詞
の
述
用
形
と
結
合
し
て、
複
合
動
詞
の
形
を
取
る
も
の
は、
ざ
っ
と
千
百
余
例。．
次
の
や
う
な
語
に
つ
く。
明
か
し
・
臨
き
・
明
ら
め
•
あ
く
が
れ・
明
け•
上
げ・
侮
り・
荒
し・
．
顕
は
し
•
あ
り
（
有・
在）
・
荒
れ•
生
け・
否
び
・
苔
ひ
・
入
り・
失
ひ
・
失
せ
・
う
ち
解
け・
打
ち
・
移
り・
移
ろ
ひ
・
疎
み
・
怨
み・
怠
り・
行
ひ
・
落
ち
ゐ
・
大
人
び
•
お
は
し
・
思
し
・
思
し
知
り・
思
ひ
・
思
ひ
捨
て
・
思
ひ
立
ち
・
思
ひ
雌
れ・
親
が
り・
猜
じ・
飾
り・
叶
ひ
・
枯
れ・
消
え
・
聞
き・
聞
し
召
し
・
朽
た
し
・
荘
れ・
心
え
・
心
置
か
れ・
心
留
ま
り・
試
み・
御覚
じ・
定
ま
り・
酪
め
＂
去
り・
し
（
為）．
陪
ひ
・
認
め
・
鎖
め・
死
に
・
忍
び
・
網
ベ
・
知
り・
過
ぎ
・
過
ぐ
し・
そ
七
む
濯
ぎ
・
住
ま
ひ
・
住
み
・
殺
ぎ
・
背
き・
絶
え
・
絶
え
籠
り・
助
け・
断
ち•
平
ら
ぎ
・
尽
き
・
尽
く
し
・
造
り・
伝
ヘ
・
包
み
・
解
き・
整
ひ
・
止
ま
り・
流
し
・
無
く
な
り・
成
し
・
成
り・
念
じ
・
宣
は
せ
・
宣
ひ
・
の
ぽ上
り・
弾
ひ
・
惚
れ・
紛
れ・
舞
ひ
・
見・
見
顕
は
し・
見
え
・
見
知
．
り・
見
尽
し
•
も
て
な
し
•
も
て
離
れ•
読
み
•
寄
り・
領
じ・
別
れ・
忘
れ・
怨
じ・
窓
ぜ
ら
れ
例
え
ば、
次
の
や
う
に。
仰
雨
は
冷
か
に
う
ち
そ
そ
ぎ
て、
秋
果
つ
る
気
色
の
す
ご
き
に、
源
氏
物
語
新
釈
総
角
五
ノ
一
四
六
ぺ）
．
四
七
日
の
日
の
節
会
果
て
て、
夜
に
入
り
て
ご
ぜ
ん
よ
り
ま
か
で
給
ひ
け
る
を、
（
同
末
摘
花
一
ノ
ニ
六
七
ぺ）
．
閥
初
夜
の
時
諜に
む
ほ
ど
に、
か
の
居
た
る
か
た
に
物
せ
む。
（
同
タ
霧
四
ノ
ニ
ー
八
ぺ）
閥
夜
い
た
う
更
け
て
な
む
陣探に
に
け
る。
（
同
花
裳
一
ノ
三
i
­
ペ）
囮
少
氏
庇課に
て
の
ぼ
り
な
む
と
す
る
に、
（
同
玉
餐
ニ
ノ―-
Hハ
0
ペ
）
暉
夜
を
明
か
し
果
て
む
も
こ
ち
ご
ち
し
か
る
ぺ
け
れ
ば
（
同
栢
姫
五
ノ
ニ
八
ぺ）
闘
か
ば
か
り
に
て
も、
同
じ
う
は
言
ひ
果
て
さ
せ
給
ひ
て
よ。
（
固
宿
木
五
ノ
ニ
八
七
ぺ）
個
碁
打
ち
果
て
て、
鉄
さ
す
わ
た
り
心
と
げ
に
見
え
て、
（
同
空
蜘
一
ノ
九
六
ぺ）
閥
あ
こ
は
ら
う
た
け
れ
ど、
つ
ら
き
ゆ
か
り
に
こ
そ、
え
思
ひ
は
つ
ま
じ
け
れ。
（
同
空
抑
一
ノ
一
0
五
ぺ）
随
夜一
夜‘
ざ
ま
ざ
ま
の
事
も
し
尽
さ
せ
給
へ
ど、
か
ひ
も
な
く、
問旧
牒や区
ほ
ど
に
消
え
果
て
給
ひ
ぬ。
（
同
御
法
四
ノ
三
0
八
ぺ）
源
氏
物語
の
ハ
ツ
は、
単
に
用
例
が
多
い
だ
け
で
な
く、
極
め
て
広
い
範
囲
に
亘
っ
て
用
ゐ
ら
れ、
単
独
に
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
は、
事
物
が
終
了
し
た
り、
限
界
に
達
し
た
り
す
る
こ
と
を
表
は
し、
動
詞
の
連
用
形
に
つ
く
も
の
は、
ーー
シ
尽
ク
ス、
最
後
マ
デ
ー—
ス
ル、
ス
ッ
カ
リ
ーー
ス
ル
な
ど
の
意
味
を
表
は
（
対
校
10 
し
て
ゐ
る。
源
氏
物語
以外
の
和
文
で、
ヲ
ハ
ル
・
ハ
ツ
の
例
を
求
め
る
と、
次
の
や
う
で
あ
る。
•
ヲ
ハ
ル
ハ
ッ
伊
勢
物・，
諾
一
四
大
和
物
語
0
二
0
竹
取
物
語
・
0
-l­
宇
袢
保
物
語
一―
五
八
落
窪
物
語
0
七
．
平
仲
物
語
0
1
―
 
••
和
泉式
部
日
記
0
七
枕
の
ヰ
子
0
1
―
 
狭
衣
物
語
一
〇
算
物
語
0
六
更
級
日
記
0
―
ニ
衰
党
物
語
0
―
二
四
大
，
鋭
―
―
―
計
六
二
七
四
す
な
は
ち、
ヲ
ハ
ル
は、
伊
勢・
宇津
保・
狭衣
，
大鋭
な
ど
に、
六
例
し
か
な
い
の
に
対
し、
ハ
ツ
は、
す
ぺ
て
の
作
品
に
見
ら
れ、
計
二
百
七
十
四
例
の
多き
を
数
へ、
源
氏
と
同
じ
傾
向
を
見
せ
て
ゐ
る。
し
か
も．
ヲ
ハ
ル
六例
の
内、
伊
勢
の
一
例
だ
け
が
動
詞
で、
他
の
五
例
は
名
詞
形
で
あ
り、
動
罰
は
法
婆
の
場面
で、
云5」
の
終
了
に
用
ゐ
ら
れ、
名
詞
は
い
づ
れ
も
「命
終」
の
意
味
を
表
は
し
て
ゐ
る。
す
な
は
ち、
数
少
い
ヲ
ハ
ル
の
例
は、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
用
法
し
か
与
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る。
．
さ
て、
上
述
し
た
や
う
に、
奈良時代
に
併用
さ
れ
て
ゐ
た
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ッ
は、
平
安時代
に
入
っ
て
二
つ
に
別
か
れ、
ヲ
ハ
ル
は
主
と
し
て
淡
文
訓
続
文
で、
ハ
ツ
は
専
ら
和
文
で
用
ゐ
ら
れ
る
ゃ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が、
こ
の
や
う
な
事
態
を
将
来
し
た
原因
は
何
で
あ
ら
う。
万
菜集
で、
ヲ
ハ
ル
を
用
ゐ
た
三
つ
の
例
を
振
り
返
っ
て
見
る
と、
い
づ
れ
も
n
ト
ヲ
ハ
ル
の
形
で
用
ゐ
ら
れ、
田
は、
大伴
家持
が、
朝
集使
に
任
ぜ
ら
れ
て
入
京
す
る
久
米
広
縄
に
贈
っ
た
歌、
図
は、
同
じ
く、
大
伴
家持
が、
家
族
に
別
れ
て
任地
に
赴
く
防
人
を
歌
っ
た
歌、
③
は、
山
上
憶良
が、
迫
唐大
使
と
し
て
渡
暦
す
る
多治
比
広
成
に
贈
っ
た
歌
で、
コ
ト
ヲ
ハ
ル
は、
い
づ
れ
も
公
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
い
っ
て
ゐ
る。
し
か
も、
平安時代
の
訓
点
眉
に
帥
以-t(
5
即位―̂
2
る）
な
名レ(
3v
耕（と）。
（束
大寺本
成実
論
天
長
五
年
点
十
二
17-
9)
ノ
（
く
ら
し＞
ti
於
品、
隅暉
(
Il
)
功
弘
スり
そ、
回＞
て
車を
而
蹄
g。
（上
野本
染
笹揚
雄
伝
天暦
二
年点
13-
6)
な
ど
の
例
が
あ
り、
日
本
杏紀
に
もっ
ヽ
ニ
閲
儡
5笠
旦
函勺
哭
於
弦
土ー。
（神
功
皇
后
即
位
前
究文板
本）
の
例
が
あ
る
他、
万
葉集
の
迎
詞
や
左
注
に
も
閾
國
採久
米朝
臣
広
縄
以ー
天
平
廿
年
5炉
朝
集
使
3
入
＞京。
虞陣陣而
天
平
感
宝
元
年
関
五
月廿
七
日
避
訟功
本任ー、
（
四―
―
六
頗
詞）
凹
正
税帳
使橡
久
米
朝臣
痰
縄陣陣
退＞
任、
（
四
二
五
二
題
詞）
eiQ
大伴
卿
之
要
大伴
郎
女
遇＞
病
長
逝
焉。
干
五咬
勅
使式
部大
輔
右
上
朝臣
堅
魚
逍"-
大宰府＿、
弔e
炭井
賜＞
物也。
其事既
畢、
駅
使
及
府諸
11 
．
卿大夫
等
共
登二
記
夷
城一
而
望
遊
之
日
乃
作二
此
歌。
（一
四
七
二
左
注）
な
ど
と
書
か
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と、
コ
ト
ラ
ハ
ル
は、
談
語
の
「
事
詑・
事
畢」
を
訓
読
し
て
造
っ
た
硫
訳
語
な
の
か
も
知
れ
な
い。
も
し、
さ
う
だ
と
す
れ
ば、
コ
ト
ヲ
ハ
ル
は、
談文
を
背
棗
と
し
た、
表
向
き
の、
改
ま
っ
た
表
現
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る。
そ
し
て、
そ
の
や
う
な
醗
訳語
に、
ハ
ツ
で
は
な
く
て
ヲ
ハ
ル
が
選
ば
れ
た
の
は、
当
時、
淡
文
を
訓
洸
す
る
場合、
ハ
ッ
よ
り
も
ヲ
ハ
ル
が
普
通
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
ら
う。
つ
ま
り、
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ッ
と
の
間
に
は、
例
へ
ば、
現
代
口
語
の
ワ
ク
ク
シ
と
ワ
ク
シ
と
に
見ら
れ
る
や
う
な、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
迩
ひ
が
あ
っ
て、
ヲ
ハ
ル
は、
表
向
き
の、
改
ま
っ
た
表
現
で、
固
苦
し
い
感
じ
を
伴
っ
て
ゐ
た
の
に
対
し、
ハ
ツ
は、
日
常的
な、
くだ
け
た
表
現
で、
も
の
軟
か
な
感
じ
を
伴
っ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か。
さ
う
し
て、
そ
の
相
迩
が、
平安時
代
に
入
っ
て、
一
陪
著
し
く
な
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か。
奈良時代
に
自
由
に
併
用
さ
れ
て
ゐ
た
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ツ
が、
平
安
時代
に
入
っ
て
急
に
分
か
れ
て
用
ゐ
られ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
く、
ニ
．
分
化
の
傾
向
は
す
で
に
奈良
時
代
か
ら存
在
し
て
ゐ
て、
そ
れ
が、
平
安時
代
に
入
っ
て、
何
か
の
事
情
が
加
は
っ
た
た
め、
更
に
甚
し
く
な
っ
た
と、
考
へ
る
の
が
租
当
で
あ
ら
う。
そ
し
て、
「
何
か
の
事情」
の
一
っ
は、
平
安時
代
に
入
っ
て、
日
常
の
用
語
は、
卒
仮名
で
記
さ
れ
て、
和
文
に
定
猜
し
た
が、
渓文
訓
読
の
用
語
は、
訓
点
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
淡文
訓
読
文
に
定
培
し、
和
文
特有
諾
と
訓
点特有語
と
の
対
立
が
次第
に
助長
さ
れ
て
い
っ
た、
そ
の
一
般
的
な
勁向
が
背
後
に
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る。
ヲ
ハ
ル
に
囮
迎
し
て、
ヲ
フ
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る。
ヲ
ハ
ル
は
四
段
四
活
用
の
自
動
詞
で
あ
る
が、
ヲ
フ
は
下
二
段
活
用
の
他
勅
詞
で
あ
る。
ヲ
フ
も
古
く
か
ら
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
て、
万
葉集
に
次
の
や
う
な
例
が
あ
り、
闘
む
つ
き
立
ち
春
の
米
ら
ば
か
く
し
こ
そ
梅
を
を
ぎ
つ
つ
か
晃
zy
如
i
降
米
（
八一
五）＊
ッ
カ
モ
ヲ
フ
ル
＊
ヲ
9
ヘ
ナ
ク
t-
碑
紫
草
は
根
乎
可
母
Ii
人．
の
子
の
う
ら
悲
し
け
を
翌
乎
協
荼
条
（
三
五
（い
x
3)
ト
モ
ニ
ッ
ヘ
ム
ー
閲
天
地
と
共
将
険
登
念
ひ
つ
つ
仕
へ
奉
り
し
梢
迩
ひ
ぬ
(
i
七
六）
タ
ノ
＞
今
ヲ
ヘ
ハ
躙
春
の
う
ち
の
梨
偲
者
梅
の
花
た
折
り
を
ぎ
つ
つ
遊
ぷ
に
あ
る
べ
し
（
四一
七
四）
仏
足
石
歌
に
ワ
カ
ヨ
ハ
ワ
翻
釈
迦
の
御
足
跡
石
に
写
し
四
き
行
き
め
ぐ
り
敬
ひ
ま
つ
り
和
我
典
波
呼
ヘ
ム
つ
ノ
ワ
ハ
9
ヘ
ム
憫
牟
己
乃
輿
波
序
憫
牟
琴
歌
躇
に
も
脳
新
た
し
き
年
の
始
に
か
く
し
こ
そ
千
年
を
か
ね
て
多
乃
之
支庁陪女
（片
降）
の
例
が
あ
る。
こ
れ
ら
の
例
に
よ
る
と、
ヲ
フ
は、
常
に
単
独
に
用
ゐ
ら
れ、
事
物を
終
了
す
る
意
味
か
ら、
ーー
シ
遂
ゲ
ル、
—
ー
ヲ
キ
ハ
メ
尽
ク
ス
な
ど
の
意
味
を
も表
は
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る。
な
ほ、
団
は、
名
詞
形
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る。
平
安時代
の
訓
点資料
で
は、
ヲ
ハ
ル
の
場
合
と
同
様、
「
終・
了
・
吃
．
畢・
卒・
周・
断・
逼
．
巳」
な
ど
を
院
み、
体
宮
を
目
的
語
と
し
て、
単独
で
用
ゐ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く、
他
の
勁
詞
の
連
用
形
と
結合
し
て、
複合
語
の
形
を
取
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る。
た
だ
し、
「
巳」
は、
ヲ
ハ
ル
の
場合と
同
様、
単
独
に
用
ゐ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く、
他
の
動
詞
と
結合
し
た
形
で
し
か
用
12 
ゐ
ら
れ
な
い。
そ
の
例
十•
9
闘
彊
勒
佛11
利
榮
未
ふ咤、
嘗に
得v
ii
t
果を
時に‘
勒
上
生
親
賛平
安
初期
点
18-
20)
闘
閉
復た
鷹れ”
は、
故
名ー
ク
持＞
ぷ啓
自を
利し
利ブTと
他な。
・
大
寺
本
大
般
涅
槃
親
平
安末期
点
三
13)
．
ヲ
閾
義
由●
未＞
17へ。
（
東
急
文
庫本
大
日
純
義
釈
延
久・
承
保点
十一
ノ
オ）
＞
、9\
ヲ
フ
終
ー
止
3
な。
（
京
都
国
立
博
物
館本
南
海
寄
蹄
伝
平
安
末期
闘
殿
肱―
点
四
ー＿
3
）
罰
事
記フル
時に
要（す）
須二（ゐる）
心
ヵ―
を。
（
東
大
寺
本
成
実
論
天
長
五
年
点
十
二
17-
8)
，
 
韓
朗
ー
自ら
忘＞hて
倦
g.)と（な
嘩吃ノ:を
命を
為レす
期と。（
同
四
1-
8)
カヘ
ヲ
紐
誠Ic
面＞（ひ）て
描一
而
悴eヘ
クリ
歳な。
（
興
聖
寺
本
大
廂
西
域
記
平
安
中
期
点
十
二
20-
6)
叩
猶（し＞
有
忌を
両
紙
来ー（ること）、
未
白lヘス。
会m
山
寺
本
金
岡
波
若
親
集
験
記
平
安
初期
点
複
製
本
2
オ）
ォ
仰
終
ー
13一年
疲
努すとも
而
所
応
不V
lmへる
灸。
（
東
急
文
廊水
大
日
純
義
釈
延
久．
承
保
点
七
92
ウ）じ
ヲ
四
時
経＞とも一二
月を、
亦未
如g>（It）
断7ル・
iと。
（
西
大
寺本
金
光
明
最
勝
王
親
平
安
初期
点
九
11-
28)
．
閥
若（し）
可3-V11一
月
に佃;壊ーヘッ、
営^
に
蔽^
め）て
密ざ
成七。
（
石
山
寺
本
大
智
度
論
天
安
点
六
七
19-
21)
．
”
 
閥
行一
1ヒ
此
品唱
道ー
を
已ヘ
テ、
道
褐にして
得
ねが烈切成e（す）
tiヲパ
果
g。
（
山
田
本
妙
法
蓮
華
紐
平
安
初期
点
1-
22)
（
東
（
高
山
寺
木
槻
蒲
平
安
時
代
の
変
体
淡
文、
例
へ
ば、
公
卿
日
記
を
見
る
と、
槌文
の
場
合
と
同
様、
「
終・
了・
詑・
畢．
寃」
な
ど
が
用
ゐ
ら
れ、
単
独
で
も、
他
の
勁
詞
と
結
合
し
た
形
で
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る。
そ
の
例
閥
除
目
脳
也。
（
中右
記
笈
治
元
年
正
月
二
十
五
日）
躙
事
庁
各
分
散。
（
櫛
記
正
暦
五
年
八
月
二
十
八
日）
訓
件
軍淀げ．o
（
御
堂
関
白
記
長
徴
四
年
七
月
十
日）
四
以＿
馘
人
景
迎
朝
臣＿
被＞
泰
已
lTo
（
小
右
記
笈
弘
八
年
七
月
八
日）
闊
子
細脂膵認。
（
小
右
記
寃
弘
八
年
七
月
二
日）
姻
象
宣
旨
3
否
日
憚初。
（
椛
記
長
怨
四
年
九
月一
日）
姻
円
磁
寺
御
堂
造憚。
（
小
右
記
天
元
五
年
二
月
十
日）
闊
入＞
夜
祁
陣。
（
中右
記
究治
元
年
二
月
十一
日）
こ
れ
ら
の
文
字
を、
ヲ
ハ
ル
・
ハ
ツ
ど
ち
ら
に
読
ん
だ
か、
確
か
な
こ
と
は
分
ら
な
い
が、
淡文
訓
読
文
の
彩
響
を
強
く
受
け
た
文
体
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
＇
 
閥
跛し
g17"
事
詑（り）ぬると
合に、
逼
Cり）ょ
捨―-（
3
不
二の
相ー
を。
（
石
山
寺
本
大
智
度
論
天
安
二
年
点
九
六
8-
6)
ナ
閥
膚
九
自
利-
g
leフる‘
是れ
般
若の
母
す。
（
石
山寺
本守
護
隕
界
主
陀
羅
尼
紐
平安
初期
点
八）
次
に、
和
文
で
は、
ヲ
フ
を
用
ゐ
る
こ
と、
ヲ
ハ
ル
よ
り
も
な
ほ
少
く、
そ
の
例
を
見
出
す
の
は、
容
易
で
は
な
い。
．
⑰
れ
い
の
こ
と
ど
も
み
な
し陵巳
て、
げ
ゆ
な
ど
；
り
て、
（
土
佐
日
記）
閥
そ
の
つ
み
を
お比は
程、
い
と
ま
な
く
て、
こ
の
世
を
か
へ
り
み
ざ
り
つ
れ
ど
（
対
校
説
氏
物
語
新
釈
一
ノ
四
四
五
ぺ）
桐
壺
帝
の
亡
霊
の
詞
13 
る
と、
ハ
ツ
よ
り
も
ヲ
ハ
ル
と
読
ん
だ
可
能
性
が
強
い。
ま
た、
真福
寺
本
将
門
記
承
怨
三
年点
に
．
罰
膜n
●
下ら
諸
節
合
努
と、
可只
担
捕良
兼
笠
官
府
も〈
17メ。
（古
典
保
存
会
複
製本
18
オ）
闊
奏レ
テ
日、
「
…
…
飛
去
飛来
ぶ佃慮
不
乙仔
也」
樅上
ほ＂。
（
同
22
オ）
n
i
 
•
関
追ニ
ー
立
テ占
長
官
而
使ッ
怜＞
随e
封
既
陣。
（
同
16
オ）
な
ど
と
あ
る
「
了．
詑．
畢」
も、
恐
ら
く
ラ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
だ
で
あ
ら
う。
将
門
記
承
翌一
年
点
に
近
い
時
代
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
高
山
寺
本
古
往
来
に
濶
ュ
ロス
n1
已
厨。
（
二
行）
即
詳
ヵ
滋
か
＇ヲ^
ン
ヌ
命／
旨
'。
(
三
八
四
行）
な
ど
と、
ヲ
ハ
ル
を
用
ゐ
た
例
は
あ
る
が、
ハ
ツ
を
用
ゐ
た
例
の
な
い
こ
と
も
参
考
に
な
る。
•
・
な
ほ、
将
門
記
承
徳
三
年
点
で
も、
古
往
米
で
も、
上
に
動
詞
が
あ
る
埠
合、
こ
れ
と
「
了・
畢」
な
ど
と
の
間
に、
「
又·
已．
既」
な
ど
を
挟
む
時
は、
甲
ー
B
の
形
を
取
り、
さ
う
で
な
い
時
は、
乙
の
形
を
取
っ
て
ゐ
る。
四
快ク
奏―-＞
身
愁
等一
ヲ
陣テ、
以
忌釜＇
八
年
春
二
月中
旬ー、
山
道
京
上。
．
．
 
（
将
門
記
10
ウ）
訓
は、
補
読
で
あ
る
が、
や
は
り
乙
の
形
に
読
ん
で
ゐ
る。
こ
れ
が
変
体
淡
文
の
一
般的
な
読
み
方
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば、
四
は
甲ー
B
の、
即
姻
錮
は
乙
の
．
形
に
銃
み
分
け
る
こ
と
に
な
る。
た
だ
し、
訓
読
文
で
も、
ヲ
ハ
ル
の
他
に
ヲ
フ
も
用
ゐ
て
ゐ
る
か
ら、
闘
の
や
う
な
例
は、
ヲ
フ
を
用
ゐ
て、
功
ヲ
ヲ
フ
と
読
む
方
が
い
い
の
か
も
知
れ
な
い。
院
政
時
代
の
和
痰
混
洛
文
を
見
る
と、
9
三
宝
絵
詞
で
は、
ヲ
ハ
ル
ニ
十
八
例、
ハ
ッ
ニ
例。
ヲ
ハ
ル
は、
甲
I
A
+
七
例、
甲ー
B
二
例、
乙
五
例、
名
同
形
四
例。
ハ
ツ
は、
乙
二
例。
他
に、
ヲ
フ
五
例
が
あ
り、
そ
の
内、
甲
ー
A
二
例、
乙
三
例
で
あ
る。
閲
此
人
年
九
十
余
ニ
テ
命
ヲ
ハ
リ
ヌ。
（
観智
院
本
複
製
本
中
ノ
十
四）
競
十
日
開
ヲ
ハ
リ
テ、
ソ
ノ
ア
ク
ル
朝、
（
同
下
ノ
三
十）
邸
仏
法
ゥ
セ
ヲ
ハ
ラ
ム
ニ、
n
ノ
像
仄
い
け
給
ヘ
ジ
ト
イ
ヒ
ケ
リ。
（
同
中
序）
＇
闊
四
十
九
日
法
事
修
シ
ヲ
ハ
ヌ。
（
同
中
ノ
十
七）
罰
経
綸
ヲ
ミ
ナ
ト
キ
テ、
香
ヲ
タ
キ
テ、
開
見
m
ヲ
ハ
リ
テ、
御
門
二
申
給。
（同
中
ノ
一
）
蹄
寺
ヲ
ッ
ク
ル
祁
イ
マ
ダ
ヲ
ハ
ラ
ザ
ル
ニ、
隠
給
ニ
シ
カ
バ、
（
同
下
ノ
十
七）
潤
カ
ク
シ
ハ
ツ
ル
歩
ア
ク
ハ
ス
シ
テ、
ナ
ク
l＼
云、
（
同
中
ノ
十
八）
潤
安
居
けト
ッ
レ
ハ
、
ス
ナ
ハ
チ、
自
恣
ヲ
オ
n
ナ
フ。
（
同
下
ノ
ニ
十
四）
＇
ooo
愛
二
命
ヲ
庁
ト
け、
同
シ
ク
共―ー
鹿
卜
成
ラ
ム。
（
同
上
ノ
十
三）
g
丈
六
ノ
釈
迦
ヲ
切りり
けト
テ、
心
に
祈
ヲ
ナ
シ
給
ヘ
ル
ヨ
ノ
暁
二、
（
同
下
ノ
十
七）＇
法
部
百
座
聞
将
抄
で
は、
ヲ
ハ
ル
五
例、
ハ
ッ
一
例。
ヲ
ハ
ル
は
甲
ー
ム
ー
例、
甲
I
B
三
例、
名
詞
形一
例。
ハ
ツ
は
名
詞
形
で
あ
る。
Oit
女
人、
降
げ
げい砂
時、
阿
宿
仏
ノ
国
ニ
ム
マ
レ
ク
リヽ
（
六一
三
行）
六
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9ヽ
67 19 7 15 5 16 4 0 1 0 ツ
閾
ム^
モ
私
ニ
モ
事
ヲ
サ
ク
メ
ヲ
ハ
リ
ヌ
ル
シ
ル
シ
ナ
リ。
（
三
六
四
行）
即
ち、
共
に
ヲ
ハ
ル
が
大
部
分
を
占
め、
ハ
ツ
は
稀
に
し
か
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い。
和
淡
混
渚
文
と
は
い
っ
て
も、
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ツ
に
関
す
る
限
り、
和
文
よ
り
も
訓
読
文
の
影
響
が
強
く
出
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る。
今昔物語
で
は、
古
典
文
学
大
系
本
の
読
み
方
に
従
っ
て、
初
め
と
中
と
終
り
と
の
三
巻
づ
つ
に
つ
い
て
調
ぺ
た
結
果
は、
次
の
や
う
で
あ
る。
周
知
の
や
う
に、
今昔
物
語
の
文
体
は、
和
漢
の
度
合
い
が
l
様
で
な
く、
初
め
は
「
漢」
の
色
彩
が、
終
り
は
「
和」
の
色
彩
が
濃
く、
中
ほ
ど
は
そ
の
過
渡
期
に
当
っ
て
ゐ
る。
従
っ
て、
こ
の
関
査
に
現
は
れ
た
数
字
は、
大
体
予
想
さ
れ
た
通
り
で、
巻一
し
三
で
は、
殆
ど
ヲ
ハ
ル
だ
け
が
用
ゐ
ら
れ、
ハ
ッ
は
ご
く
倣
か
し
か
用
ゐ
ら
れ
ず、
巻
十
七
し
二
十
で
は、
そ
の
蟄
力
が
逆
転
し、
巻
二
十
九
し
三
十一
で
は、
ハ
ツ
が
圧
倒
的
に
用
ゐ
ら
れ、
ヲ
ハ
ル
は
少
数
し
か
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い。
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ツ
と
の
比
較
も、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
試
み
ら
れ
た
細
査
の
結
果
と
一
致
し
て
ゐ
て、
特
に
関
迎
は
な
い
や
う
に
見
え
る。
と
こ
ろ
が、
大
系
本
で
は、
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ツ
の
表
記
に
は、
「
終．
畢．
巳」
な
ど
が
用
ゐ
ら
れ、
「
畢」
は
最
も
多
く、
「
已」
は
例
外
的
に
し
か
現
は
れ
な
い。
こ
れ
ら
の
文
字
に
送
り
仮
名
が
あ
っ
て、
ヲ
ハ
ル
と
読
む
か
ハ
ツ
と
読
む
か、
区
別
の
つ
く
例
は
よ
い
が、
大
部
分
は、
送
り
仮
名
が
な
く
て、
ど
う
読
ん
だ
か
判
断
に
迷
ふ
例
で
あ
る。
従
っ
て、
ヲ
ハ
ル
と
も
ハ
ッ
と
も、
ど
ち
ら
に
で
も
読
め
る
も
の
が
殆
ど
で、
こ
れ
に
対
し、
大系
本
は、
適
当
に
ヲ
ハ
ル
ま
た
は
ハ
ツ
の
訓
を
与
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。
例
へ
ば
閾
若、
劫
ノ
It
ク
ル
カ、
月
ノ
光
リ
我
ガ
身
ヲ
照
ス。
（
三
ノ
ニ
十
七）
闘
命
Iw
ム
時
二
臨
テ、
病
二
被
毀
テ、
（
＋
七
ノー1-
+＝-)
伽
児
ノ
云
ク、
「
未
ダ
習
ヒ
不
IW
ズ。」
卜。
（
ニ
ノ
1二
十
四）
皿
此
ノ
事
ヲ
説
11
給プ
後、
母
子
別
レ
給
ヒ
ニ
ケ
リ。
（
三
ノ
三
十
三）
な
ど
は、
送
り
仮
名
が
あ
っ
て、
ヲ
ハ
ル
と
読
ん
だ
こ
と
の
確
か
な
例
で
あ
り、．幽
良
藤、
此
ノ
女
に
心
移
リ
隅げ
4、
永
ク
契
ヲ
成
シ
テ、
（
＋
六
ノ
十
七）
は
ハ
ッ
と
読
ん
だ
こ
と
の
確
か
な
例
で
あ
り、
m
物
食
憚pレ
バ、
京
へ
返
ヌ。
（
三
十
l
ノ
十
五）
大
系
本
テ
ツ
レ
バ
Olo
辛
ク
シ
テ
呑
Iiバ
、
亦
乞
ヒ
副
ヘ
テ
呑
ム
者
モ
有
リ。
二
十）
大
系本
ノ
ミ
ハ
ツ
レ
バ
な
ど
も、
ハ
ッ
と
読
ん
だ
も
の
と
見
ら
れ
る
が、
（
＋
九
ノ
ク
ヒ
ハ
15 
囮
飲
隅
テ
即
チ
虚
空
二
昇
テ
十
八
変
ヲ
現
ズ。
ミ
ヲ
ハ
り
テ
011
鬼、
老
僧
ヲ
既
二
食
隅
テ、
亦、
若
キ
僧
ノ
有
ツ
ル
所
へ
来
ル。
(
+
七
ノ
四
十
二）
大
系本
ク
ラ
ヒ
ハ
テ
テ
な
ど
は、
ヲ
ハ
ル
・
ハ
ッ
ど
ち
ら
に
も
読
め
る
例
で
あ
る。
こ
れ
に
対
し、
大
系
本
は、
潤
し
圃
は、
も
ち
ろ
ん
ヲ
ハ
ル
と
読
み、
四
は
ハ
ツ
と
続
み、
Olt
oIO
も
ハ
ッ
と
続
ん
で
ゐ
る
が、
Olz
は
ヲ
ハ
ル、
叩
は
ハ
ッ
と
読
み
分
け
て
ゐ
る。
従
っ
て、
大
系本
の
続
み
方
に
韮
づ
い
て
行
っ
た
右
の
調
査
の
結
果
は、
校
注
．
者
の
与へ
た
訓
に
対
す
る
調
査
で
あ
っ
て、
今昔
物
語
の
原
典
に
対
す
る
細
査
と
は
い
ひ
が
た
い。
た
だ
しへ
姻
し
暉
の
や
う
に、
ヲ
ハ
ル
と
続
ん
だ
こ
と
の
確
か
な
例
も、
潤
の
や
う
に
ハ
ッ
と
読
ん
だ
こ
と
の
確
か
な
例
も
あ
る
か
ら、
今昔物
語
で
こ
の
二
語
が
併
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い。
ま
た、
巻
一
し
三
に、
送
り
仮
名
に
よ
っ
て、
ヲ
ハ
ル
と
読
ん
だ
と
こ
と
の
確
か
な
例
は
あ
．
る
が、
ハ
ッ
と
読
ん
だ
と
推
定
す
べ
き
例
の
な
い
こ
と
は、
こ
の
部
分
で、
ヲ
ハ
ル
が
専
ら
用
ゐ
ら
れ
て、
ハ
ツ
は
殆
ど
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る。
反
対
に、
巻
二
十
九
し
三
十一
に
は、
送
り
仮
名
に
よ
っ
て、
ハ
ツ
と
読
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
例
は
あ
る
が、
ヲ
ハ
ル
と
読
ん
だ
と
見
ら
れ
る
．
例
は
な
い
か
ら、
こ
の
部
分
で
は、
ハ
ツ
が
班
ら
用
ゐ
ら
れ
て、
ヲ
ハ
ル
は
殆
ど
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
推
定
は
可
能
で
あ
る。
ま
た、
殊
上_
七
し
二
十
に
は、
送
り
仮
名
に
よ
っ
て、
ヲ
ハ
ル
と
読
ん
だ
こ
と
の
確
か
な
例
•
も、
ハ
ツ
と
読
ん
だ
こ
と
の
確
か
な
例
も
あ
る
か
ら、
こ
の
部
分
で
は、
両
者
が
併
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
疑
ひ
な
い。
従
っ
て、
大
局
的
に
は、
大
系
本
の
訓
は
ま
違
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が、
校
注
者
は、
何
を
基
準
と
し
て
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ッ
と
を
読
み
分
け
た
か
明
か
で
な
い
し、
中
に
は
い
か
が
と
思
は
れ
る
例
（
ニ
ノ
六）
大
系本
も
交
つ
て
ゐ
る
か
ら、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て、
信
頼
す
べ
き
訓
の
与
へ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い。
．
最
後
に、
訓
点
資
料
で、
句
末
に
用
ゐ
ら
れ
た
「
巳・
詑・
在」
な
ど
の
読
み
方
と、
完
了
の
助
動
詞
ツ
・
ヌ
と
の
問
臨
に
つ
い
て
考
へ
て
み
よ
う。
春
日
政
治
博
士
は、
「
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究」
で、
次
の
や
う
な
例
＇
叫
聞
な
翌^
もた
まん
姦
釈
迦
牟
尼
如来の
番
位の
事
るぷ屯、
復（た）
従＞
，
座ョ
9
起
チ
(-
10-
8)
m
此の
呪を
誦
と
満
を-―
七
遥
Ie>。
（
六
10-
23)
OIt
硯下た
之ひ．．．
．．．
 於二．
．
．．
．
 諸
佛
世
尊の
所二
＞
テ
現gする
を
神
愕
を
18む。
（
六
6-
11
し
12)
皿
既に
捨
離し
18は、
其
ぶ咆
嘗レに
有―-^
ら）ゎ
種
種の
災
禍ー。
（
六
8-
5)
に
暉
菊
時、
四
天
王
識
1
歎し
たて
支
t
佛ー
を
已
し
か
は、
世
尊
亦
以
芸
伽
他
1
を
而
答（へ）て
之
日^
11）ク、
（
六
14-
4)
ヌ
鴎
大
衆と
龍
神
八
部と
既に
震の
9
ふ�リ
に
(-
3-
26)
ヌ
血
世
界、
其の
座
品咬庇。
(
+
1-
11)
ヌ
△
み
四
翌
如
？．．．．
 ；
従
品砂ょ
り
覺ノ
IBル
とと‘に
は、
不よ
な
見
肴
％
水、
彼レ
と
此レ
との
岸
別
3
なり
とは、
（
二
6-
25)
＊�
・
フ
ヌ
g
十
千の
天
子ぃ
聞
t1l-（たり
ぁ
大
士の
得ー
授
記ー
な
巳上
る
と、
（
九
7-
8)
ヌ
ー
g
我レ
IUl>
ょ
法を
18レ
ば、
：・・・
・
不ー
しク
ナ
9こ
退
轄ー
すマ。
（
六
4-
22)
を、
そ
れ
ぞ
れ、
聞
キ
ヲ
ハ
リ
テ、
満
テ
ヲ
ハ
レ、
観
ク
マ
ヒ
ナ
ム、
捨
離
シ
ナ
パ、
讃
歎
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
ニ
シ
カ
パ、
集
マ
リ
ヌ、
敷
キ
ヌ、
挑
メ
ヌ
ル
七
16 
ト
キ、
得
ヌ
ル
ヲ、
聞
キ
ヌ
レ
バ
と
読
み、
「
巳
・
屹」
の
訓
に
つ
い
て、
接
続
助
詞
テ
を
伴
ふ
も
の
は
ヲ
ハ
リ
テ、
命
令
形
は
ヲ
ハ
レ、
他
の
場
合
は、
完
了
の
助
動
詞
の
ナ
・
＿
·
ヌ
・
ヌ
ル
・
ヌ
レ
を
示
す
も
の
と
さ
れ
た。
そ
し
て、
「
巳
・
詑」
は、
共
に
「
動
作
の
完
了
を
表
す
形
式
勁詞
で
あ
る」
か
ら、
こ
れ
ら
の
文
字
を
ヌ
と
読
ん
だ
の
は、
ヌ
に
「
動
作
の
完
了
と
共
に
そ
の
跡
を
存
続
し
な
い
意
味
が
あ
っ
た」
か
ら
で
あ
ら
う
と
説
か
れ
た。
ま
た、
次
の
例
ッ
潤
棄
令）
Itfル
と
合
に
は
屍
林
玉
如-―
し
朽^
ち）
た
る
木ー
の。
（
五
6-
25)
ッ
四
取困〔
り）
て
諸
の
沙
と
土
と
草
木
の
葉
と
の
等ー
き
な‘
衆
う
佐
一
腐
に。
（
五
10-
19)
 
を●
棄
テ
ッ
ル
ト
キ
ニ
ハ、
衆
メ
ッ
と
読
み、
「
棄
在」
は
棄
テ
テ
ア
ル
（
又
ハ
棄
テ
テ
オ
ク）、
「
衆
在」
は
衆
メ
テ
ア
ル
（
又
は
衆
メ
テ
オ
ク）
意
味
で
あ
る
か
ら、
こ
れ
ら
の
「
在」
に
ツ
を
当
て
た
の
は、
ツ
に
「
完
了
と
共
に
そ
の
跡
（
勁
作
に
よ
る
結
果）
の
存
続
を
表
すー
用
法
の
あ
っ
た」
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
し、
「
巳
・
屹・
在」
の
訓
法
か
ら、
ツ
・
ヌ
の
意
味・
用
法
の
比
較
に
及
び、
か
つ
て、
小
林好
日
氏
が、
ヌ
を
完
了
態、
ツ
を
存
在
態
と
さ
れ
た
の
に
近
い
結
論
に
到
述
さ
れ
た。
し
か
し
な
が
ら、
こ
の
推
綸
は、
春
日
博
士
自
身
懸
念
さ
れ
た
や
う
に、
痛
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
矛
盾
を
含
ん
で
ゐ
る。
周
知
の
ご
と
く、
奈良
時
代
か
ら
平安
時
代
を
通
じ
て、
ツ
は
他
動
詞
に、
ヌ
は
自
動
詞
に
つ
き、
ツ
は
佼
役
の
助
動
詞
に、
ヌ
は
受
身
の
助
勁
詞
に
つ
く’
�
と
い
ふ
接
続
上
の
相
迩
が
あ
り、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
で
も、
博
士
の
訳
文
に
よ
れ
ば
ツ
を
補
読
す
る
場
合
（
語
数）
（
使
用
回
数）
6゚ー
他
勁
詞
で
ツ
を
伴
ふ
も
の
37
使
役
の
助
勁
詞
で
ツ
を
伴
ふ
も
の
，
11
ヌ
を
補
読
す
る
場
合
自
動
詞
で
ヌ
を
伴
ふ
も
の
受
身
の
助
動
詞
で
ヌ
を
伴
ふ
も
の
他
勁
詞
で
ヌ
を
伴
ふ
も
の
存
在
勁
詞
で
ヌ
を
伴
ふ
も
の
，7ー6
 
5ー
1
38
 
計
72
20
と
い
ふ
状
態
で
あ
っ
て、
ツ
・
ヌ
共
に、
九
0
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
こ
の一
般
的
傾
向
に
従
ひ、
例
外
は
一
0．ハ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
（
若
干
の
見
落
し
は
あ
る
に
し
て
も、
大
努
は
変
ら
な
い
で
あ
ら
う。）。
し
か
る
に、
本
文
に
「
已・
詑」
の
文
字
が
あ
っ
i」、
春
日
博
士
が
ヌ
と
読
ま
れ
た
も
の
を
見
る
と、
（
語
数）
（
使
用
回
数）
自
勁
詞
で
ヌ
を
伴
ふ
も
の
．
7
8
他
動
詞
で
ヌ
を
伴
ふ
も
の
15
28
計
22
86
と
い
ふ
や
う
に、
一
般
的
傾
向
と
著
し
い
相
迩
を
見
せ、
例
外
が
三
分
の
二
以
上
に
達
し
て
ゐ
る。
こ
の
矛
盾
は、
一
体、
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の
か。
春
日
博
士
は、
「
訓
読
に
は
只
管
文
字
に
即
い
て
一
種
機
械
的
に
な
り
勝
ち
な
傾
向
が
あ
っ
て、
自
然
な
国
語
と
し
て
不
稲
当
な
場合
を
も、
強
い
て
一
様
に
訓
ん
で
す
ま
す
こ
と
が
あ
る」
か
ら、
今
の
場
合
も、
「
巳
・
詑」
を
機
械
的
に
ヌ
と
読
む
習
恨
が
あ
っ
て、
「
国
語
の
自
然
的
な
接
続
が
曲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
自
動詞
で
ツ
を
伴
ふ
も
の
受
身
の
助
動
詞
で
ツ
を
伴
ふ
も
の
存
在
勁
詞
で
ツ
を
伴
ふ
も
の
8 6 57 
計
62 ー2
 
3
 
1糾1 2
 
4
 
17 
で
は
な
い
か
と
の
疑
ひ
も
あ
る。」
と
い
っ
て
ゐ
ら
れ
る。
し
か
し
な
が
ら、
機
械
的
に
続
む
と
い
っ
て
も、
「
巳
・
吃」
を
ヌ
と
読
む
習
慣
が
成
立
す
る
の
＾
に
は、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ
の
理
由
が
説
明
さ
れ
な
い
限
り、
機
械
的
に
読
ん
だ
か
ら
と
い
ふ
だ
け
で
は、
説
明
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ら
う。
わ
た
し
は、
こ
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
て、
次
の
や
う
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る。わた
し
の
想
像
で
は、
「
巳
・
党・
屹」
な
ど
を
「
ぬ
」
と
読
む
の
は、
初
め
は
「
を
は
り
ぬ」
と
読
ん
で
ゐ
た
の
が、
「
を
は
り」
が
次
第
に
形
式
化
し
て
脱
落
し、
省
略
形
と
し
て
の
「
ぬ」
が
残
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ。
た
だ
し、
こ
れ
を
実
証
で
き
る
や
う
な
材料
は
ま
だ
揃
っ
て
ゐ
な
い。
（「
国文
学」
九
ノ
一
三、
八
一
ぺ
）
「
実
証
で
き
る
や
う
な
材料」
は、
依
然
と
し
て
揃
っ
て
ゐ
な
い
が、
現
在
の
．
わ
た
し
は、
こ
の
想
像
を
更
に
進
め
て、
本
文
に
「
巳
・
吃」
が
あ
っ
て、
春
日
沌
士
が
ヌ
と
読
ま
れ
た
例
の
大
部
分
は、
乙
の
形ic
l
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て、
ヲ
ハ
リ
ヌ
の
ヲ
ハ
リ
が
脱
落
し
て
ヌ
が
残
っ
た
と、
い
ぶ
ゃ
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
と
考
へ
る
や
う
に
な
っ
た。
．
訓
点
資
料
で、
「
巳」
を
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
だ
確
か
な
例
は、
管
見
で
は、
地
蔵
十
論
経
元
脱
七
年
点
が
最
も
古
く、
前
掲
悶
の
他
に、
今一
っ
ヲ
△
△
四
臨
呑
月
蔵ー
な
IBハ
ヌ
ル
が益屯
時に、
南
方ょ
叫
大
ー
香
雰
来^
り）て、
雨ー
ル
・
←
．
大
香
雨
1
を。
（一
2-
25)
の
例
が
あ
る。
中
田
祝
夫
博
士
の
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
訳
文
篇」
に
ヲ＂
・
説
き
巳
テ
「ィ、
已
ル
ト
キ」
．．
 と
続
ま
れ
て
ゐ
て、
多
少
問
題
は
あ
る
が、
「
ヲ
ハ
ヌ
ル
寸
（「
時」
の
略字）
」
は
一
行
に
書
か
れ
て
ゐ
る
か
ら、
ヲ
ハ
テ
と
（
ヲ
ハ
）
ル
ト
キ
と
の
二
訓
を
並
，
記
し
た
も
の
と
は
思
は
れ
な
い。
な
ほ、
前
掲
閥
の
「
破
L
已
フ
ル
事
詑（り
ぷ
る
tに」
は、
本
来、
破
シ
ヲ
ヘ
テ、
事
ヲ
ハ
リ
ヌ
ル
ト
キ
ニ
と
読
ん
で、
甲
—
A
の
形
に
す
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
が、
加
点
そ
の
も
の
は、
破
シ
ヲ
フ
ル
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ
ル
ト
キ
ニ
と
読
ん
で、
甲
I
B
の
形
に
な
っ
て
ゐ
る。
わ
た
し
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば、
閥
は、
ーー
ス
ル
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ
の
例
と
し
て、
地
蔵
＋
捨
経
元
脱
七
年
点
の
前
に
お
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う。
訓
点
資料
以
外
で
は、
続
日
本
後
記
の
宣
命
に
g
皇
太
子
位
乎膨腿
許
止
皿
奴。
（
承
和
九
年
八
月）
闘
皇
太
子
乎
波
其
位
退
給
己
Jt
畢
奴。
（
同
七
月）
幽
御
陵
守
等
乎
波
111
己
造唸。
（嘉
祥
三
年
三
月）
文
徳
実
録
の
宜
命
に
Oll
前
与
利
努
利
緒想
世
賜
ぷ為、
去
陛
四
月
賣昨出暉
奴
止
申
須。
（斉衡
二
年
九
月）
の
例
が
あ
る。
g
鴎
鴎
は、
甲
I
B
の
形
に、
退
ク
ル
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ、
ま
た
は
退
ケ
タ
マ
フ
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
が、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば、
濶
も、
乙
の
形
に、
作
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
だ
も
の
と
解
す
る
こ
と
に、
何
の
異
論
も
あ
る
ま
い。
即
ち、
宣
命
で
は、
承
和
ふ油
祥・
斉
衡
の
間
に、
甲
I
B
の
1
ス
ル
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ
と、
乙
の
ー—シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
の
両
形
が
並
び
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る。
更
に
い
へ
ば、
続
日
本
紀
の
宜
命
の
例
030
吾
子
為
g
皇
太
子
止
定
氏ー、
先
奉ら
昇於
君
位
血苔、
賭
意陥げ
烹必5
爾‘
傍
上
乎
息旦
牟
jt
為
天
歴
母
抑
閉阜仕
Ill
Iiio
（
二
九
昭）
の
「
静
了
き
牟」
を、
宣
長
の
「
歴
朝
詔
同
解」
に、
静
マ
リ
ハ
テ
ナ
ム
と
読
18 
ん
で
ゐ
る
が、
上
述
し
た
や
う
に、
奈良
時
代
か
ら
ヲ
ハ
ル
は
表
向
き
の
改
ま
っ
た
表
現、
ハ
ツ
は
日
常
的
な
く
だ
け
た
表
現
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ、
宣
命
で
は、
尊
ら
ヲ
ハ
ル
を
用
ゐ
て、
ハ
ツ
は
用
ゐ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら、
今
の
場
合
も、
む
し
ろ
静
マ
リ
ヲ
ハ
リ
ナ
ム
と
院
む
ぺ
き
で
は
あ
る
ま
い
か。
と
す
れ
ば、
ーー
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
は、
奈良
時
代
の
宣
命
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る。
査
命
は、
漢
文
訓
読
文
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
文
体
で
あ
る
か
ら、
奈良
末
期
か
ら
平安
初期
に
か
け
て、
宜
命
で、
ー
ー·
ス
ル
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ、
ーー
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば、
漢
文
訓
院
文
で
も、
こ
の
形
の
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る。
わ
た
し
は、
地
蔵
十
翰
経
元
脱
点、
大
智
度
論
天
安
点、
続
日
本
紀、
続
日
本
後
紀、
文
徳
実
録
の
宜
命
な
ど
を
参
考
と
し
て、
平安
初期、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
成
立
し
た
当
時、
ーー
ス
ル
n
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ、
ーー
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
が、
共
に
行
は
れ
て
ゐ
た
と
考
え
た
い。
そ
し
て、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
加
点
に
も、
句
末
に
お
け
る
「
巳
・
屹」
の
訓
に、
こ
の
形
が
採
用
さ
れ
た
で
あ
ら
う
と
想
像
す
る。
勿
論、
春
日
博士
が
解
読
さ
れ
た
や
う
に、
単
に
ヌ
と
読
む
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が、
少
く
と
も他
勁
詞
を
受
け
る
や
う
な
場
合
は、
ヲ
ハ
リ
ヌ
の
方
が
普
通
で
あ
っ
た
と
考
へ
る。
ま
た、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
に
は、
そ
の
例
が
見
え
な
い
が、
他
の
訓
点
姿
料
に
あ
っ
て
は、
g
t
oo
の
や
う
に、
他
勁
詞
の
ヲ
フ
を
充
て、
ーー
シ
ヲ
フ、
ーー
シ
ヲ
ヘ
ッ
と
い
ふ
読
み
方
も
行
は
れ
て
ゐ
た。
ヲ
ハ
ル
と
読
め
ば、
自
動
詞
で
あ
る
か
ら
ヌ
が
つ
き、
ヲ
フ
と
読
め
ば、
他
勁
詞
で
あ
る
か
ら
ツ
が
つ
く
の
で
あ
っ
て、
上
に
来
る
動
詞
の
自
他
に
は
関
係
し
な
い。
春
日
博
士
は、
句
末
の
「
巳・
記」
の
訓
に
つ
い
て、
接
続
助
詞
テ
を
伴
ふ
も
の
は
ヲ
ハ
リ
テ、
命
令
形
は
ヲ
ハ
レ、
そ
の
他
は
す
ぺ
て
ヌ
と
銃
む
こ
と
に
決
め
ら
れ
た
た
め、
ヌ
が
他
動
詞
に
つ
く
と
い
ふ
混
乱
を
招
い
た
が、
そ
の
他
に
も
無
理
を
生
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
る。
例
へ
ば、
四
汝於
来世ー
溢g-
E
無
温
無
数
百十
寓
億
那
皮
多の
劫ー
な
IBら
む。
於ニ
金
光
明
世
界
1
ア
らむ。
当に
成ー
らむ
阿
料
多
羅
三
菌
三
菩
提―°
号なIi
金
宝
山
王
とい
は
む。
（
九
6-
25)
(
g
)
 
を
「
過
ギ
巳
ラ
む」
と
読
ま
れ
て
ゐ
る
が、
さ
う
読
め
ば、
ヌ
は
終
止
形、
ラ
ム
は
推
磁
の
助
動
詞
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て、
文
意
に
叶
は
な
い。
ラ
ム
は
現
在
の
推
批
を
表
は
す
が、
今
は
「
来世」
の
話
で
あ
る
か
ら、
次
に
ア
ラ
ム
・
成
ラ
ム
・
イ
ハ
ム
と
い
っ
て
ゐ
る
や
う
に、
予
想
の
ム
を
用
ゐ
る
ぺ
き
場
合
で
あ
る。
「
已
ラ
ム」
の
ラ
は、
動
同
ヲ
ハ
ル
の
未
然
形
語
足
で、
正
し
く
は、
過
ギ
ヲ
ハ
ラ
ム
と
続
む
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う。
句
末
の
「
巳
・
詑」
を
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
続
む
と
い
っ
て
も、
「
已」
は、
第
二
項
で
も
触
れ
た
や
う
に、
「
詑．
畢．
究・
了」
な
ど
と
異
り、
付
屈
辞
の
性
格
が
著
し
く、
単
独
で
述
語
と
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
か
ら、
単
に
ヲ
ハ
ル
と
読
む
場
合
も、
完
了
の
助
勁
詞
ヌ
を
伴
ふ
場
合
も、
乙
の
形
を
取
っ
て‘
|l
シ
ヲ
ハ
ル、＇
�
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
む
こ
と
が
多
く、
甲
I
A
の
形＇
ー
n
ト
ヲ
ハ
ル、
—
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ
や、
甲
ー
B
の
形
l
ス
ル
コ
ト
ヲ
ハ
ル、
1
注
1
ス
ル
コ
ト
ヲ
ハ
リ
ヌ
に
読
む
こ
と
は
少
い。
ま
た、
「
巳」
を
句
末
に
用
ゐ
て、
勁
作・
作
用
の
完
了
(
?)
を
示
す
表
現
形
式
は、
仏
典
に
多
く、
談
籍
に
少
い
か
ら、
こ
れ
を
ー
シ
ヲ
ハ
ル‘
|ー
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
む
例
も、
専
ら
仏
教
関係
の
姿
料
に
見
え、
漢
籍
に
は
殆
ど
求
め
ら
れ
な
い。
淡
藉
で
は、
同
じ
ゃ
う
に
「
巳」
を
句
末
に
用
ゐ
て
も、
ヤ
ム、
ま
た
は
ーー，
ノ
ミ
と
読
む
こ
と
が
多
い。
文
体
の
相
迎
か
ら
来
る
の
で
あ
19 
ら
う。なほ、
句
末
の
「
已
．
詑」
を、
乙
の
形
を
取
っ
て、
ーー
シ
ヲ
ハ
ル、
1
・
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
む
場
合、
数
譲
語
の
ク
マ
フ
・
ク
マ
フ
ル
（
下
二
段
活
用）
．
ク
テ
マ
ツ
ル
を
院
み
添
へ
る
位
翫
が
問
践
と
な
る
が、
こ
れ
に
は
二
つ
の
形
式
が
考
へ
ら
れ
る。
A
ク
マ
フ
・
タ
マ
フ
ル
・
ク
テ
マ
ツ
ル
な
ど
を、
ヲ
ハ
ル
・
ヲ
ハ
リ
ヌ
の
前
に
お
く。
B
ク
マ
フ
・
ク
マ
フ
ル
・
ク
テ
マ
ツ
ル
な
ど
を、
ヲ
ハ
ル
の
後
に
お
く。
．
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
に、
「
已」
を
ヲ
ハ
ル
と
院
ん
で、
敬
譲
話
を
用
ゐ
た
も
の
に、
次
の
や
う
な
例
が
あ
る。
g
唸、
諸の
大
衆、
陣―̂
£た
ま）へ
仏
品
i＿
を
IE（り）て、
（
七
6-
8)
匹
硝
時に、
大
辞
才
天
女、
Im-（し）た
て
之
つ
り
仏の
足ー
を
IE（り）て（
七
9-
15)
•
•
四
硝
時、
世
尊、
説―ー
キ
是
ぶ呪ー
な
Ie（
り）
た
；
ビ、
（
七
9-
11)
g
似
は
A
型、
四
は
B
型
で
あ
る。
と
す
れ
ば、
わ
た
し
の
や
う
に、
「
巳」．
を
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
む
場
合
も、
例
へ
ば
闘
硝
時に、
多
聞
天
王・
・
・
・
・
合＞
七
掌（
も
伺レ（ひ）
を
乞
つ
り
て
仏
に、
血a
＄
与
2つ
9
危
足ー
を
尼。
（
五
18-
17)
．
は、•
A
型
に
礼
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ、
ts
,
g
裔
時、
世
尊、
為．ー
に
大
衆ー
の
Im.＿
上
王
の
法
を。
正
論ー
を
lEひ
メ
（
九
1-
2
)
 
・
は、
B
型
に
説
キ
ヲ
ハ
リ
ク
マ
ヒ
ヌ
と
統
ん
で
よ
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る。
聞
・
キ
ヲ
ハ
ル
・
礼
シ
ヲ
ハ
ル
・
説
キ
ヲ
ハ
ル
の
や
う
に、
二
つ
の
動
詞
が
結
合
し
て
成
立
し
た
複
＾品g
の
場
合、
こ
れ
を
割
っ
て
敬
譲
諾
が
入
り
込
む
形
式
は、
・
和
文
で
は
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る。
暉
「
宮
城
野
の
露
吹
き
結
ぷ
風
の
音
に
小
萩
が
も
と
を
思
ひ
こ
そ
や
れ」
と
あ
れ
ど、
ほ
況禍
ひ
課に
ず。
（
対校
源
氏
物語
新
釈一
ノ
ー
ニ）
鴎•
い
ふ
か
ひ
な
く
滉
li
て
は、
里
の
契
り
も
い
と
心
憂
ぐ
悲
く
な
む。
（
同
六
ノ
ー
九
八）
00
世
の
人
に
も
似
ぬ
臼
有
様
を、
見
障の
It
む
と
こ
そ
は、
こ
こ
ら
恩
ひ
し
づ
め
つ
つ
過
ぐ
し
く
る
に、
（
同
三
ノ
ー
八
三）
た
だ
し、
渫
文
釧
読
文
で
は
用
ゐ
ら
れ
な
い
も
の
と
思
っ
て
ゐ
た
と
こ
ろ、
句
末
の
「
巳
・
詑」
の
訓
を
続
っ
て、
乙
の
例
を
求
め
て
ゐ
る
内、
四
匹
の
や
う
な
例
に
出
合
ひ、
訓
点
語
の
中
に
も
同
じ
表
現
の
存
在
す
る
こ
と
に、
初
め
て
気
が
つ
い
た
注
2。
こ
れ
は、
本
稿
を
紐
め
る
作
業
の
中
で
得
ら
れ
た、
予
想
外
の
収
穫
で
あ
る。
も
し、
さ
う
で
な
か
っ
た
ら、
わ
た
し
は、
闘
を
礼
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
続
む
こ
と
が
で
宕
ず、
「
已」
を
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
院
み
た
い
わ
た
し
に
と
っ
て、
そ
れ
は
致
命
的
な
障
害
と
な
り、
恐
ら
く
は、
本
項
の
執
策
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う。
停
年
に
よ
り
本
学
教
授
を
退
虚
し、
四
十
年
に
亘
る
公
務
員
の
生
活
を
終
ヘ
る
日
も
近
づ
き、
現
識
教
官
と
し
て
本
誌
に
蕪
稿
を
寄
せ
る
の
も、
こ
れ
が
最
後
と
な
る
の
で、
そ
れ
に
似
合
っ
た
図
目
と
し
て、
「
ヲ
ハ
ル
と
ハ
ツ」
を
選
び、
わ
た
し
の
班
門
で
あ
る
訓
点
距
を
中
心
に
考
へ
て
み
た。
本
梢
は
こ
れ
で
ヲ
ハ
ル
が、
問
匙
は
呆
し
て
ヲ
ハ
ル
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
か。
（
昭
和
五
十一
年
三
月
十
四
日
詔
了）
注
1
日
本
霊
娯
記
で
は、
「
詑
．
畢·
了・
寛・
巳」
な
ど
を
用
ゐ
て
ゐ
る
が、
「
巳」
は、
や
は
り、
他
の
動
詞
の
連
用
形
を
受
け
る
形
で
用
ゐ
20 
山
川
も
依
り
て
仕
ふ
る
神
な
が
ら
た
ぎ
つ
河
内
に
船
出
せ
す
か
も
「
船
出
せ
す
か
も」
考
ー
人
麻
呂
と
吉
野
離
宮
と
持
統
天
皇
と
1
ら
れ
る
こ
と
が
多
い。
そ
れ
に
つ
い
て、
下
巻
第
十一
話
に
「一
旦
亡―
二
人
之
食
也」
と
あ
る
「
亡」
を、
日
本
古
典
全
薔本
や
日
本
古
典
文
学大
系
系
本
で
は
ホ
ロ
ポ
サ
ム、
角
川
文
肛本
で
は
ウ
シ
ナ
ハ
ム
と
読
ん
で
ゐ
た
の
を、
日
本
古
典
文
学
全
集本
で
は、
哀
福
寺
本
に
よ
っ
て
「
亡」
を
「
巳」
と
し、
ヲ
ハ
ラ
ム
と
読
み
改
め
た
が、
「
巳」
を
単
独
で
述
陪
に
用
ゐ
て
ヲ
ハ
ル
と
読
む
こ
と
は
少
い
か
ら、
こ
こ
は、
や
は
り
「
亡」
に
従
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う。
仰
に
よ
れ
ば、
「
亡」
の
ま
ま
で
ヲ
ハ
ラ
ム
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る。
た
だ
し、
ヲ
ハ
ル
゜
は
自
動
詞
で
あ
る
か
ら、
命
ヲ
ヲ
ハ
ラ
ム
で
は
な
く、
Un
oo
罰
の
や
う
に、
命
ヲ
ハ
ラ
ム
と
あ
る
ぺ
き
で
あ
ら
う。
原
文
の
目
的
語
を、
訓
藤
森
賢
読
の
際
に、
主
語
に
読
み
か
へ
る
こ
と
は、
皿
に
も
例
が
あ
っ
て、
珍
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る。
注
2
奈良遺
文
（
下）
所
収、
興
福
寺
版
妙
法
那
幽
経
の
巻
末
緻
語
に、
「
天
平
十
六
年歳
次
甲
申
五
月
廿
日
密
写
奉
党」
と
あ
る
の
は、
恐
ら
く
帯
写
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
む
の
で
あ
ら
う
し、
日
本
霊
異
記
下
第
十
七
話
の
「
引n
率
知
磁—‘
奉二
捻
造一
畢」
も、
諸
本
に
捻
．
造
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
で
ゐ
る
通
り
で
あ
ら
う。
も
し、
••
こ
れ
ら
の
例
が
認
め
ら
れ
れ
ば、
＇
�
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
ル、
ま
た
は
1
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
い
ふ
表
現
は、
古
く
か
ら
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
に
な
る。
．
こ
の
r
爾
葉集』
89
番
歌
は、
い
う
ま
で
も
な
く
人
麻
呂
の
吉
野
従
駕
の
際
(
1
)
 
の
作
で
あ
り、
38
番
歌
の
反
歌
で
あ
る。
そ
の
制
作
の
年
月
は、
左
注
も
「
右、
日
本
紀
日、
三
年
己
丑
正
月、
天
皇
幸ー
吉
野
宮ー。
八
月
幸ユー
吉
野
宮ー。
四
翡
寅
二
月、
笠
吉
野
窟。
五
月
ぎ
吉
野
宮ー。
五
年辛
卯
正
月、
笠
吉
21
